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樺太帰国者交流会 

人々を結びつける宇宙の旅 

12月
がつ

21日
にち

に年
ねん

末
まつ

恒
こう

例
れい

の樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

交
こう

流
りゅう

会
かい

が開
ひら

か

れ、帰
き

国
こく

者
しゃ

・関
かん

係
けい

者
しゃ

計
けい

56名
めい

が札
さっ

幌
ぽろ

市
し

東
ひがし

区
く

民
みん

センター

に集
あつ

まりました。今
こ

年
とし

も帰
き

国
こく

者
しゃ

による脚
きゃく

本
ほん

・演
えん

出
しゅつ

で、テーマは「宇
う

宙
ちゅう

旅
りょ

行
こう

」。参
さん

加
か

者
しゃ

は宇
う

宙
ちゅう

船
せん

の乗
じょう

客
きゃく

、

職
しょく

員
いん

・司
し

会
かい

者
しゃ

はクルーという設
せっ

定
てい

です。一
いっ

風
ぷう

変
か

わっ

た演
えん

出
しゅつ

に込
こ

められた思
おも

いとは？交
こう

流
りゅう

会
かい

の様
よう

子
す

を、

脚
きゃく

本
ほん

・演
えん

出
しゅつ

、そして司
し

会
かい

を担
たん

当
とう

した樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

２

世
せい

降
ふり

籏
はた

多
た

陽
よ

子
こ

さんのお話
はなし

を交
まじ

えて、お届
とど

けします。 

演出に込めた帰国者の思い 

今
こん

回
かい

の交
こう

流
りゅう

会
かい

は、あまりの仕
し

事
ごと

の多
おお

さに疲
つか

れてし

まったサンタクロースが息
いき

抜
ぬ

きしようと、参
さん

加
か

者
しゃ

と

ともに宇
う

宙
ちゅう

船
せん

に乗
の

り込
こ

むところから始
はじ

まりました。

宇
う

宙
ちゅう

船
せん

が巡
じゅん

航
こう

速
そく

度
ど

に達
たっ

し、地
ち

球
きゅう

から届
とど

いたメッセ

ージ（スライド）で今
こ

年
とし

一
いち

年
ねん

を振
ふ

り返
かえ

ったところで、

今
こん

回
かい

の宇
う

宙
ちゅう

旅
りょ

行
こう

の本
ほん

当
とう

の目
もく

的
てき

が乗
じょう

客
きゃく

に告
つ

げられ

ます。世
せ

界
かい

中
じゅう

に散
ち

らばってしまった、人
ひと

々
びと

を結
むす

びつ

ける力
ちから

を持
も

つ5
いつ

つのエレメントを手
て

に入
い

れること、

そのためには与
あた

えられたミッション（ゲーム）をこ

なさなければなりません。４
よっ

つ目
め

のエレメントまで

は順
じゅん

調
ちょう

に入
にゅう

手
しゅ

していきますが、５
いつ

つ目
め

のエレメン

トのありかだけはわからず、それを知
し

る唯
ゆい

一
いつ

の人
じん

物
ぶつ

であるアレックス博
はか

士
せ

も、何
なに

者
もの

かに記
き

憶
おく

を消
け

されて

しまっています。クアトという人
じん

物
ぶつ

に助
たす

けを求
もと

めよ

うと、宇
う

宙
ちゅう

船
せん

は火
か

星
せい

へと向
む

かいます。 

ＳＦ映
えい

画
が

を下
した

敷
じ

きにし

た演
えん

出
しゅつ

ですが、現
げん

在
ざい

日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びながら日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

で暮
く

らす帰
き

国
こく

者
しゃ

の心
しん

情
じょう

が、ここ

には反
はん

映
えい

されています。こ

のような演
えん

出
しゅつ

にした理
り

由
ゆう

について、多
た

陽
よ

子
こ

さんは次
つぎ

のように語
かた

ります。 

「私
わたし

自
じ

身
しん

、初
はじ

めて日
に

本
ほん

に来
き

たとき、ちがう惑
わく

星
せい

に

来
き

たような気
き

持
も

ちになりました。言
こと

葉
ば

もわからない

し、文
ぶん

化
か

も街
まち

並
な

みも違
ちが

っていて、身
み

振
ぶ

りや風
ふう

習
しゅう

も独
どく

特
とく

です。帰
き

国
こく

者
しゃ

の多
おお

くは、私
わたし

と同
おな

じような気
き

持
も

ちだ

ったのではないでしょうか。それでなくても、人
にん

間
げん

はひとりひとりがみんな違
ちが

っています。それでも違
ちが

いを乗
の

り越
こ

えて、お互
たが

いに理
り

解
かい

しあい、共
きょう

感
かん

しあえ

ることを探
さが

すということは、とても大
だい

事
じ

なことです。

そのような思
おも

いを脚
きゃく

本
ほん

の中
なか

で表
ひょう

現
げん

したいと思
おも

いま

した。プログラムの中
なか

のゲームで５
いつ

つのエレメント

を探
さが

していきましたが、みんなで一
いっ

緒
しょ

に壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えていくという意
い

味
み

があります。また最
さい

後
ご

に歌
うた

った
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歌
うた

にも、私
わたし

たちはみんな、一
いっ

緒
しょ

に守
まも

っていかなけれ

ばならない小
ちい

さな惑
わく

星
せい

の住
じゅう

民
みん

だ、という思
おも

いが込
こ

め

られています」。 

さて、クアトの不
ふ

思
し

議
ぎ

な力
ちから

によって博
はか

士
せ

は記
き

憶
おく

を

取
と

り戻
もど

し、ジェッドマロース（サンタクロース）の

袋
ふくろ

から第
だい

5 のエレメントを取
と

り出
だ

します。その第
だい

5

のエレメントとは・・・露
ろ

和
わ

・和
わ

露
ろ

辞
じ

典
てん

。みんなが

お互
たが

いに理
り

解
かい

し合
あ

うために欠
か

かせない、まさしく重
じゅう

要
よう

なエレメントでした。すべてのエレメントを手
て

に

入
い

れ、宇
う

宙
ちゅう

船
せん

は無
ぶ

事
じ

、地
ち

球
きゅう

に着
ちゃく

陸
りく

。目
もく

的
てき

を果
は

たし

たことで乗
じょう

客
きゃく

たちはより親
した

しくなり、一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

を

歌
うた

って交
こう

流
りゅう

会
かい

は閉
と

じられました。 

ところで、今
こん

回
かい

は船
せん

長
ちょう

であるセンター所
しょ

長
ちょう

も日
に

本
ほん

語
ご

とロシア語
ご

の両
りょう

方
ほう

で挨
あい

拶
さつ

しましたが、知
し

ってか

知
し

らずか第
だい

5
ご

のエレメントは、すでに使
つか

われていた

ことになります。理
り

解
かい

しよう、歩
あゆ

み寄
よ

ろうとすると

き、人
ひと

と人
ひと

とをつなぐエレメントは、身
み

近
ぢか

なところ

に見
み

つかるのかもしれません。 

 

稚内・旭川「おしゃべり交流会」 

念願の交流が実現 
かねてから

要
よう

望
ぼう

のあった、

稚
わっか

内
ない

と旭
あさひ

川
かわ

の帰
き

国
こく

者
しゃ

、ボ

ランティアの

みなさんとの

交
こう

流
りゅう

が実
じつ

現
げん

しました。10月
がつ

31日
にち

、旭
あさひ

川
かわ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

センターの一
いっ

室
しつ

に旭
あさひ

川
かわ

の帰
き

国
こく

者
しゃ

とボランティアのみなさんが集
しゅう

合
ごう

、そこに早
そう

朝
ちょう

に稚
わっか

内
ない

を発
た

ったという 7名
めい

のみな

さんが到
とう

着
ちゃく

し、はじめての旭
あさひ

川
かわ

・稚
わっか

内
ない

合
ごう

同
どう

のおし

ゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

となりました。交
こう

流
りゅう

の前
まえ

に、旭
あさひ

川
かわ

と

稚
わっか

内
ない

それぞれのこれまでの活
かつ

動
どう

について、当
とう

センタ

ー職
しょく

員
いん

がスライドを使
つか

って紹
しょう

介
かい

。その後
ご

グループ

に分
わ

かれて、いよいよおしゃべりがスタートしまし

た。 

稚
わっか

内
ない

出
しゅっ

身
しん

だというボランティアさんが現
げん

在
ざい

の

稚
わっか

内
ない

の様
よう

子
す

を尋
たず

ねたり、帰
き

国
こく

者
しゃ

の生
お

い立
た

ちや家
か

族
ぞく

の

話
はなし

、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の話
はなし

などをして親
しん

交
こう

を深
ふか

めることが

できました。帰
き

国
こく

者
しゃ

同
どう

士
し

も、もともと出
しゅっ

身
しん

地
ち

が一
いっ

緒
しょ

だったり、親
しん

戚
せき

同
どう

士
し

ということですぐに打
う

ち解
と

け、

困
こま

ったときはどうしているかとか、日
に

本
ほん

に帰
き

国
こく

して

よかったことなどについて、おしゃべりしていまし

た。そのほかボランティアさんが帰
き

国
こく

者
しゃ

からロシア

語
ご

を教
おし

えてもらったり、趣
しゅ

味
み

の話
はなし

や料
りょう

理
り

の話
はなし

など

でグループそれぞれに盛
も

り上
あ

がり、時
じ

間
かん

が足
た

りなか

ったという声
こえ

も出
で

るほどでした。 

参
さん

加
か

したボランティアのみなさんからは、「また新
あら

たに帰
き

国
こく

者
しゃ

の話
はなし

を聞
き

くことができてよかった」、「今
こん

度
ど

は旭
あさひ

川
かわ

のみんなで稚
わっか

内
ない

に行
い

きたい」という声
こえ

の

ほか、「ぜひ地
ち

域
いき

で友
とも

達
だち

をつくってください」という

帰
き

国
こく

者
しゃ

へのアドバイス、「帰
き

国
こく

者
しゃ

が困
こま

ったときのため

のシステムがあったらいい」という意
い

見
けん

も出
で

ました。 

おしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

の翌
よく

日
じつ

、稚
わっか

内
ない

のみなさんは旭
あさひ

山
やま

動
どう

物
ぶつ

園
えん

を見
けん

学
がく

しましたが、旭
あさひ

川
かわ

の帰
き

国
こく

者
しゃ

数
すう

名
めい

も合
ごう

流
りゅう

しました。あいにくの雨
あめ

でしたが、人
ひと

も少
すく

なく、

園
えん

内
ない

をゆっくり見
み

て回
まわ

ることができました。
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日本語教室 

大通公園の歴史や文化を学ぶ 

当
とう

センターの日
に

本
ほん

語
ご

クラスで札
さっ

幌
ぽろ

市
し

内
ない

の大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

を散
さん

策
さく

、ガイドボランティアの方
かた

に公
こう

園
えん

にまつわ

る歴
れき

史
し

、公
こう

園
えん

内
ない

の彫
ちょう

刻
こく

、花
はな

や木
き

など、公
こう

園
えん

の見
み

ど

ころを紹
しょう

介
かい

してもらいました。札
さっ

幌
ぽろ

に長
なが

く住
す

む帰
き

国
こく

者
しゃ

にとって、大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

はおなじみの場
ば

所
しょ

ですが、

どんな発
はっ

見
けん

があったのでしょうか。 

（受
じゅ

講
こう

生
せい

4
よ

人
にん

の作
さく

文
ぶん

より） 

「10月
がつ

9
ここの

日
か

、実
じっ

践
せん

日
に

本
ほん

語
ご

Ⅲ
さん

クラス 7
しち

人
にん

で大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

に行
い

きました。ガイドボランティアさん4
よ

人
にん

と

西
にし

7
なな

丁
ちょう

目
め

からテレビ塔
とう

まで歩
ある

きながら、いろいろ

な話
はなし

を聞
き

きました。大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

にはヒノキやケヤキ、

トチノキなど 植
しょく

物
ぶつ

約
やく

90種
しゅ

4700本
ほん

の樹
じゅ

木
もく

があるそ

うです。公
こう

園
えん

のモニュメントや噴
ふん

水
すい

を見
み

ました。公
こう

園
えん

の歴
れき

史
し

や文
ぶん

化
か

がわかりました」 

「1869年
ねん

に北
ほっ

海
かい

道
どう

開
かい

拓
たく

使
し

が置
お

かれ、札
さっ

幌
ぽろ

にいろ

いろな建
たて

物
もの

が建
た

てられました。北
きた

の官
かん

庁
ちょう

街
がい

と南
みなみ

の

商
しょう

業
ぎょう

・住
じゅう

宅
たく

街
がい

の間
あいだ

に広
ひろ

い「火防線」（かぼうせ

ん）を作りました。それが大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

になったそうで

す。今
いま

は市
し

民
みん

の「憩
いこ

いの場
ば

」です。公
こう

園
えん

にはたくさ

んの木
き

があります」 

「大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

ではいろいろな祭
まつ

りやイベントが

行
おこな

われています。西
にし

1
いっ

丁
ちょう

目
め

にさっぽろテレビ塔
とう

が

あります。タワーは 1957年
ねん

に建
た

てられました。展
てん

望
ぼう

台
だい

からは大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

全
ぜん

体
たい

と札
さっ

幌
ぽろ

の景
け

色
しき

を見
み

るこ

とができます」 

「大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

にはいろ

いろな噴
ふん

水
すい

がありますが、

一
いち

番
ばん

大
おお

きい噴
ふん

水
すい

の下
した

には

北
ほっ

海
かい

道
どう

章
しょう

（北
ほっ

海
かい

道
どう

のシ

ンボルマーク）の七
しち

光
こう

星
せい

が描
えが

かれています。とて

も美
うつく

しい噴
ふん

水
すい

です。ボラ

ンティアさんに教
おし

えても

らい、「ユリノキ」を初
はじ

め

て見
み

て、びっくりしまし

た。皆
みな

で楽
たの

しく写
しゃ

真
しん

を撮
と

りました。とても良
よ

い勉
べん

強
きょう

になりました。大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

ガイドボランティアの皆
みな

さん、どうもありがとうございました」 

医療・介護クラス特別講座 

気になる介護のこと、体のこと 

11月
がつ

25日
にち

、12月
がつ

9
ここの

日
か

に医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

クラスの特
とく

別
べつ

講
こう

座
ざ

が開
ひら

かれました。25日
にち

は介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

、9
ここの

日
か

は

「腰
こし

と膝
ひざ

の痛
いた

みをやわらげる方
ほう

法
ほう

」について、お話
はなし

を聞
き

きました。 

 特
とく

に 9
ここの

日
か

は、ケア付
つ

き住
じゅう

宅
たく

徳
とく

洲
しゅう

会
かい

作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

士
し

の杉
すぎ

本
もと

憲
のり

昭
あき

先
せん

生
せい

に、痛
いた

みをやわらげる体
たい

操
そう

や痛
いた

くな

りにくくする体
たい

操
そう

、痛
いた

みがあるときの生
せい

活
かつ

上
じょう

での工
く

夫
ふう

を教
おし

えてもらうことができました。 

年
ねん

齢
れい

が進
すす

むとともに、健
けん

康
こう

の悩
なや

みや介
かい

護
ご

にまつわ

る不
ふ

安
あん

も増
ふ

えます。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんにとって、こ

の講
こう

座
ざ

で気
き

になることを学
まな

ぶことが、予
よ

防
ぼう

と不
ふ

安
あん

の

解
かい

消
しょう

への一
いち

助
じょ

となっています。 
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介護予防サロン 

続けることで、楽しく健康づくり 

NPOシーズネットの取り組み 

 「中
なか

、中
なか

、外
そと

、外
そと

」

と声
こえ

を出
だ

しながら、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんがラ

ダー運
うん

動
どう

に取
と

り組
く

む

介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン。失
しっ

敗
ぱい

することも認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

になると、会
かい

場
じょう

はつねに笑
わら

い声
ごえ

や歓
かん

声
せい

にあふれています。月
つき

に一
いっ

回
かい

開
かい

催
さい

されているサロンは、もみじ台
だい

団
だん

地
ち

は4
よ

年
ねん

目
め

、前
まえ

田
だ

公
こう

園
えん

団
だん

地
ち

は 3年
ねん

目
め

になります。参
さん

加
か

する帰
き

国
こく

者
しゃ

の

みなさんには、「おもしろい」「楽
たの

しい」「体
からだ

が軽
かる

く

なった」と喜
よろこ

ばれています。 

ラダー運
うん

動
どう

は、指
し

導
どう

に当
あ

たる竹
たけ

田
だ

憲
けん

二
じ

先
せん

生
せい

（元
もと

北
ほっ

海
かい

学
がく

園
えん

大
だい

学
がく

教
きょう

授
じゅ

）が考
こう

案
あん

した、転
てん

倒
とう

防
ぼう

止
し

や認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

につながる運
うん

動
どう

です。先
せん

生
せい

の指
し

導
どう

も「わかりやす

い」「熱
ねっ

心
しん

に教
おし

えてくれる」と大
だい

好
こう

評
ひょう

。足
あし

を上
あ

げて

ハードルを越
こ

える運
うん

動
どう

や、全
ぜん

身
しん

の筋
きん

肉
にく

を動
うご

かすスト

レッチなども組
く

み合
あ

わされています。 

 1月
がつ

12日
にち

のもみじ台
だい

団
だん

地
ち

、22日
にち

の前
まえ

田
だ

公
こう

園
えん

団
だん

地
ち

で

のサロンに帰
き

国
こく

者
しゃ

1
いっ

世
せい

、2
に

世
せい

のみなさんが参
さん

加
か

し、と

くに前
まえ

田
だ

公
こう

園
えん

団
だん

地
ち

には、2世
せい

帰
き

国
こく

者
しゃ

が新
あら

たに加
くわ

わり、

輪
わ

が広
ひろ

がっています。 

 運
うん

動
どう

が終
お

わると、

お楽
たの

しみの交
こう

流
りゅう

会
かい

。おしゃべりが

盛
も

り上
あ

がるにつれ

て、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、日
に

本
ほん

語
ご

の 両
りょう

方
ほう

が飛
と

び

交
か

います。「家
いえ

に引
ひ

きこもったらダメ。交
こう

流
りゅう

の場
ば

所
しょ

が絶
ぜっ

対
たい

に必
ひつ

要
よう

だから、

感
かん

謝
しゃ

してます」と、帰
き

国
こく

者
しゃ

の居
い

場
ば

所
しょ

づくりとしても

役
やく

立
だ

っています。事
じ

業
ぎょう

委
い

託
たく

先
さき

団
だん

体
たい

であるNPO法
ほう

人
じん

シ

ーズネットの青
あお

木
き

さんは、喜
よろこ

んで続
つづ

けてもらおうと、

いつも帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんに寄
よ

り添
そ

い、取
と

り組
く

んでいま

す。 

 

《中国・樺太帰国者を知る集い》 
～次世代に語り継ぐ残留邦人の体験と思い～ 

「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

を知
し

る集
つど

い」を開
かい

催
さい

いたしま

す。残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の方
かた

たちの体
たい

験
けん

、その労
ろう

苦
く

に耳
みみ

を傾
かたむ

け、理
り

解
かい

を深
ふか

めるための集
つど

いです。みなさまのご参
さん

加
か

をお待
ま

ちしています。 

お申
もうし

込
こ

み・お
お

問
と

い合
あ

わせは当
とう

センターまでお願
ねが

い

します。 

※当
とう

日
じつ

午
ご

前
ぜん

10時
じ

から 12時
じ

まで、同
どう

会
かい

場
じょう

にて帰
き

国
こく

者
しゃ

による「学
がく

習
しゅう

発
はっ

表
ぴょう

会
かい

」を開
かい

催
さい

します。こちらは申
もうし

込
こみ

不
ふ

要
よう

ですので、お気
き

軽
がる

にお越
こ

し

ください。 

 

２月・３月の行事 

 

2₲ 14  ₿☻ᶫ ῂ  

2₲ 16  ṭ█ ϜДКɨΪΧʹ ɩ 

2₲ 17  ᵳ Ʉṭ█ϖАϠ ⱶ  

2₲ 19  ṭ█ ϜДКɨ ᵾ ɩ 

2₲ 29  Ặ Ṯ/ ɄỐה Ὀה κ γ  ͜

 

Ṯ 

3₲ 6  ₿☻ᶫ ῂ  

3₲ 15  ṭ█ ϜДКɨΪΧʹ ɩ 

3₲ 18  ṭ█ ϜДКɨ ᵾ ɩ 

3₲ 18  ▒ Ṯ 

3₲ 18 ɟ ▀ῂ ᾇΧɨ4/5 ΦΎɩ 

手
て

稲
いね

前
まえ

田
だ

公
こう

園
えん

団
だん

地
ち

でラダー運
うん

動
どう

 

もみじ台
だい

団
だん

地
ち

、交
こう

流
りゅう

を楽
たの

しむ 

お知らせ 


